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内容要旨 
 
[目的]循環血液中を流れる単球の血管内皮細胞への接着は動脈硬化初期
病変の重要なイベントである。細胞接着班分子 Hic-5 (Hydrogen 
peroxide-inducible clone 5)は細胞接着斑において種々の細胞接着斑分
子の足場タンパク質として機能しているが、内皮細胞に発現する Hic-5 が
単球•内皮細胞の相互作用や動脈硬化発症にどのような役割を持つかは明
らかでない。そこで我々は動脈硬化モデルマウス（アポ E 欠損マウスなら
びに LDL 受容体欠損マウス）と Hic-5 欠損マウスのダブル欠損マウス
(DKO)を作成し、Hic-5 の役割を検討した。またヒト臍帯静脈内皮細胞
(HUVEC)を用いて in vitro の検討を加えた。 
 
[方法と結果]Hic-5はマウスの内皮細胞に発現していたが、単球•マクロ
ファージには発現していなかった。DKOマウスから単離した大動脈を、
TNF-αまたは酸化LDLで刺激して単球性THP-1細胞の接着を検討すると、
アポE単独欠損マウスやLDL受容体単独欠損マウスの55％に抑制された。
走査電子顕微鏡による検討では、アポE欠損マウスより単離した大動脈を
TNF-αまたは酸化LDLで刺激すると、内皮細胞表面に微絨毛様構造
(microvilli-like structures)が多数生じていた。一方、DKOマウスの大
動脈では微絨毛様構造の形成が70％抑制されていた。DKOマウスの大動脈
動脈硬化病変面積は、アポE単独欠損マウスならびにLDL受容体単独欠損
マウスの大動脈に比し60%抑制された。一方、HUVECにHic-5を過剰発
現させると、細胞表面の微絨毛様構造の形成が促進され、THP-1細胞の接
着を促進した。 
 
[結論] 内皮細胞に発現する Hic-5 は、微絨毛様構造の形成やこの構造に
依存する単球•内皮細胞相互作用において重要な役割を果たしていること
が明らかになり、単球の内皮細胞下への動員やそれに続く動脈硬化病変の
形成を促進していることが想定された。 
 
 
 
 
